
2022 年度
聖徳学園中学校 適性検査 3科型

適性検査Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　解答例と解説

　この解答例と解説はあくまでも採点の一例を示したものです。
　本校にお問い合わせいただきましても、個別の採点内容等につきましては、
お答えできません。あらかじめご了承ください。



適
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〈
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科
型
〉
解
答
例
／
解
説 

文
章
１ 

出
典
は
、
野
村
恭
彦
『
裏
方
ほ
ど
お
い
し
い
仕
事
は
な
い
！
』
に
よ
る
。
経
営

者
と
し
て
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
き
た
著
者
が
、
自
ら
の
体
験
に
基
づ
い
て
仕
事

を
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
カ
ギ
カ
ッ
コ
で
く
く
ら
れ
た
セ
リ
フ
を
は
じ
め
と
し
た
、

仕
事
場
に
お
け
る
日
常
的
な
風
景
を
あ
り
あ
り
と
描
い
た
、
リ
ア
ル
な
書
き
方
が

特
徴
で
あ
る
。本
文
で
は
、「
雪
か
き
仕
事
」す
な
わ
ち
裏
方
の
地
道
な
仕
事
に
取

り
組
む
こ
と
こ
そ
が
、
周
囲
か
ら
認
め
ら
れ
る
秘
訣
だ
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
や
小
説
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
よ
う
な
、
一
般
的
な
職
場
風
景
が
多

く
描
か
れ
て
い
る
た
め
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
だ
ろ
う
。「
意
味
の
あ
る
仕
事
」と
対

比
す
る
こ
と
で
丁
寧
に
整
理
し
な
が
ら
、
筆
者
の
論
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。 

文
章
２ 

出
典
は
、
ド
リ
ア
ン
助
川
『
多
摩
川
物
語
』
所
収
「
本
番
ス
タ
ー
ト
！
」
に
よ

る
。
こ
の
短
編
集
自
体
が
、
ふ
だ
ん
決
し
て
表
舞
台
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
、
目
立
た
な
い
人
物
を
多
く
主
人
公
に
採
用
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
本
作
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
映
画
制
作
の
裏
方
を
仕
事
に
し
て

い
る
隆
之
さ
ん
と
先
輩
で
あ
る
ヨ
ネ
さ
ん
と
の
や
り
取
り
を
通
じ
て
、
裏
方
仕
事

の
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
各
人
物
の
セ
リ
フ
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
に
基
づ
い
た
考
え
方
や
価
値
観
を
読
み
取
る
と
と
も
に
、

「
撮
影
中
の
事
故
」
が
隆
之
さ
ん
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

〔
問
題
１
〕 

解
答
例 

縁
の
下
の
力
持
ち
（
七
字
） 

【
解
説
】 

こ
の
問
題
は
、「『
雪
か
き
』
の
よ
う
な
仕
事
」
と
い
う
比
喩
表
現
が
何
を
意
味

す
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
比
さ
れ
る
「
意
味
の
あ
る

仕
事
」（
五
段
落
目
）
は
直
後
で
「
か
っ
こ
い
い
仕
事
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
と
て
も
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「『
雪

か
き
』
の
よ
う
な
仕
事
」
の
ほ
う
は
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
仕
事
だ
と
い
う
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
そ
う
し
た
仕
事
を
簡
潔
に
表
し
た
言
葉
と
し
て
は
、
文
章
２
中

の
傍
線
部
イ
直
前
に
「
裏
方
」
と
い
う
表
現
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ

れ
で
は
五
字
以
上
十
字
以
内
と
い
う
文
字
数
指
定
に
当
て
は
ま
ら
な
い
た
め
、
さ

ら
に
「
裏
方
」
を
言
い
換
え
た
表
現
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

「
縁
の
下
の
力
持
ち
に
徹
し
よ
う
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
裏
方
っ
て
、
ず

っ
と
裏
方
な
ん
で
す
ね
。
人
と
し
て
も
裏
方
に
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す

ね
。」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
同
じ
「
撤
す
る
」
と
い
う
述
語
を
修
飾
し

て
い
る
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
と
「
裏
方
」
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
に
よ
り
、「『
雪
か
き
』
の
よ
う
な
仕
事
」
＝
「
裏

方
」
＝
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
と
い
う
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

正
解
は
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
七
字
で
あ
る
か
ら

文
字
数
指
定
の
条
件
も
満
た
し
て
い
る
。 

適
性
検
査
Ⅰ
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〔
問
題
２
〕 

解
答
例 

ほ
め
ら
れ
な
い
け
れ
ど
必
要
な
仕
事
だ
か
ら
。（
十
八
字
） 

【
解
説
】 

こ
の
問
題
を
解
答
す
る
に
あ
た
っ
て
押
さ
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
目
は
、
文
章
２
か
ら
隆
之
さ
ん
の
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
で
あ
る
。
問
題
１

の
解
答
と
も
関
連
す
る
が
、
隆
之
さ
ん
は
「
映
画
が
好
き
だ
っ
た
」
こ
と
が
理
由

で
映
画
撮
影
所
に
就
職
し
、「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
す
な
わ
ち
「
裏
方
」
に
徹
す
る

べ
く
仕
事
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
文
章
１
か
ら
、「
裏
方
」
す
な

わ
ち「
雪
か
き
仕
事
」が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
読
み
取
る
こ
と
で
あ
る
。

「
雪
か
き
仕
事
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
箇
所
は
多
く
存
在
す
る
が
、
た
と
え
ば

「
あ
な
た
自
身
は
、
雪
か
き
仕
事
を
面
倒
で
評
価
さ
れ
な
い
仕
事
、
と
切
っ
て
捨

て
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。」と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
筆
者
が

一
般
的
な
読
者
の
考
え
て
い
そ
う
な
こ
と
を
推
測
し
た
箇
所
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う

で
は
な
く
、
筆
者
自
身
が
「
雪
か
き
仕
事
」
を
ど
う
捉
え
、
定
義
し
て
い
る
か
が

わ
か
る
表
現
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
読
み
進
め
て
い
く
と
、

一
番
最
後
の
段
落
冒
頭
に
、「
雪
か
き
仕
事
は
、
本
来
、誰
に
も
ほ
め
ら
れ
な
い
け

れ
ど
大
切
な
仕
事
、と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。」
と
い
う
一
文
が
存
在
す
る
。
こ
こ

に
注
目
す
る
と
、「
雪
か
き
仕
事
」
が
「
誰
に
も
ほ
め
ら
れ
な
い
」
こ
と
、
そ
し
て

「
大
切
な
仕
事
」で
あ
る
こ
と
の
二
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
大
切
な
仕

事
」と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、文
章
１
本
文
の
冒
頭
に
あ
る
「
必
要
な
仕
事
」と

ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
用
い
て
言
い
換
え
て
も
よ
い
。 

〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

解
答
省
略 

【
解
説
】 

細
か
い
指
示
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
わ
か
り
に
く
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
指
示
を
整
理
し
、
正
し
く
理
解
し
た
う
え
で
ま
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
が
減
点
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
、
答
え
を
書
き
始
め
る
前

の
段
階
で
メ
モ
を
取
り
、
途
中
で
指
示
が
頭
か
ら
抜
け
る
こ
と
を
防
ご
う
。
内
容

と
し
て
は
、
隆
之
さ
ん
の
考
え
る
「
仕
事
の
意
味
」
が
「
雪
か
き
仕
事
」
に
近
い

も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
意
味
の
あ
る
仕
事
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
の
か

に
つ
い
て
、
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
立
場

を
取
っ
た
根
拠
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
引
用
と
と
も
に
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
る

か
、
自
分
と
は
異
な
る
立
場
の
人
を
想
定
し
て
対
比
的
な
書
き
方
が
で
き
て
い
る

か
を
評
価
し
た
い
。 
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〔問題１〕 

〔式〕 （１＋１÷９）×９＝１０ 

〔説明〕 

まず９を選んで，のこりの１、１、９の３つの数字で考える。この３つで１か１９

または９０を作れば，９をたしたり，ひいたり，９でわったりすることで１０にす

ることができるが，作ることが難しそうなので，分数になることも考えて，
１０

９
に

することを考え，１＋１÷９＝
１０

９
を利用して、答えの式をつくります。 

【解 説】 

問題の会話にあるように、この遊びは、数字を一つ選んで残りの３つの数字で考える

と考えやすくなります。今回の数字は１と９の２種類しかないので、１を選んで残りの

１・９・９の３つで考えるか、９を選んでのこりの１・１・９の３つの数字で考えるか

のどちらかになりますが、今回は９を選ぶ方が簡単に作ることができます。 

９を選んで，残りの１、１、９の３つの数字で考えると、最後に９をたしたり，ひい

たり，かけたり、９でわったりすることで１０にするためには、１・１・９の３つの数

字で１か１９、
１０

９
または９０を作る必要があります。このなかで、

１０

９
は

１＋１÷９＝
１０

９
という計算で作ることができるので、これを使って、最後に９をか

けて、（１＋１÷９）×９＝１０という式をつくることができます。 

１１

適性検査Ⅱ
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〔問題２〕 

【解 説】 

「タングラム」と「清少納言知恵の板」はよく似たパズルですが、大きな三角形の板

があるタングラムに対して、上の図のように分けると全て幅が同じ図形になります。し

たがって、清少納言知恵の板は、問題の図のように、幅が同じ形を作ることができま

す。そのため、タングラムは大きい三角形を当てはめることができる場所を最初に決め

ると、解きやすくなるので、清少納言知恵の板より楽に並べることができます。 

また解答の１つである右の図のような形は、色のついた

部分を入れ替えることができます。そのため、解答の例以

外にも並べ方は何通りか作ることができます。 

─4─



２ 

〔問題１〕（１） 

【解 説】 

図１に記されている、外国人旅行者数の移り変わりをまとめましょう。図１は外国人旅

行者数の他に日本人旅行者数も記されていますが、問題文で問われているのは外国人旅

行者のみなので、日本人旅行者に関してふれないよう注意してください。 

（２） 

選んだ国 〔  A 〕国 

〔特ちょう〕 

中国は２０１５年以降急激に日本への訪問者数が増え、２０１９年には全

体の３０％をしめるまでになり、最も訪問者数が多い国である。 

【解 説】 

図２と表１の２０１９年度の数値から、A は中国、B は韓国、C は台湾、D は香港、E
はアメリカ、Fはタイであることが分かります。Aの場合、２０１３年までは横ばいが
続きますが、その後急激に増加し、２０１９年度は２位の韓国に２倍近い差をつけてい

ます。百分率の計算は適性検査でよく問われるものなので、しっかり対策しましょう。

小数第３位を四捨五入して小数第２位まで求めるので、９５９÷３１８＝０.３００…
となり、３０％を導くことができます。

２０１１年のみ日本への外国人旅行者数は減少したが、その後は年々増加

している。 

※ 

※ 

２ 
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（３） 

選んだ国・地域 〔 韓国 〕 

〔理由〕 

日本からの距離が最も近く、旅行の費用や日数をおさえることができるか

ら。 

【解 説】 

会話文から、アメリカと他のアジアの国では人気の理由が異なっていることが分かりま

す。会話文から、韓国などのアジアの国ぐには他の地域にくらべて日本との距離が短く、

旅行日数や費用をおさえることができることが人気の理由であることが分かるので、そ

れを解答にまとめましょう。このような問題は、とにかく「会話文の表現を使う」こと

が重要です。自分でどんなに素晴らしい解答を書いても、それがリード文を参考にして

いないと採点者に思われると、減点されてしまいます。 

〔問題２〕（１） 

日本の都市 〔 京都   〕 

〔理由〕 

寺院をはじめとした歴史的な建築物や、文化遺産などが数多く残っているか

ら。 

【解 説】 

表３をみると、外国人旅行者がどのようなことを期待して日本を訪れているかが分かり

ます。日本の都市の中で、その期待に応えられる要素を持つ場所を挙げましょう。逆に

表３の要素を満たしていない理由を述べてしまうと減点になってしまいます。 

（２） 

 

【解 説】 

（１）の問題と同様、まず表３の要素を外国人にアピールする方法を考えましょう。そ

こから、SNSやブログなど、インターネットでできることにもふれ、自分の考えを補強
しましょう。 

外国人がよく訪れる場所に、日本語と合わせて外国語の案内をのせる。 

インターネットを通じた情報発信を積極的に行う。

※ 

※ 

※ 
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〔問題１〕 

（１）〔  ４  〕枚 

（２）展開図

      

１辺の長さは〔   ２   〕cm 

〔理由〕 

正方形の板を使って出来る立体として、立方体の展開図を考えると、１辺の長

さを３回かけて、体積が求まる。１辺が２cm だと、８cm３となる。１枚の板の１

cm２あたりの重さは１．１÷４＝０．２７５ｇなので、板６枚分の面積２×２×６

＝２４cm２をかけると重さが求まり、その値は６．６ｇになる。重さを体積が上回

るので、浮かぶと考えた。 

【解 説】 

（１）重さが体積以下になるようにすれば良いので

2.5＋1.7×□≦3.8＋1.4×□ という式が書けます。

これを解くと□≦4.3

よって、４枚となります。板の枚数を増加させると、体積も合わせて増加する

ので、単純な重さの増加分を考えるだけではいけません。

（２）〔説明〕に記述した通りです。立方体の体積の増加の仕方と、面積の増加による

板の重さの増加の関係を考えましょう。 

展開図は一例ですので、立方体に組み立てられる形であれば正解です。 

３ 

※ 立方体の展開図なら他の形でもOK
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〔問題２〕 

（１）加える食塩の量は〔  １８０ 〕g以上 

（２）小さい

〔説明〕 

ミニトマトとニンジンの水分量を比べると、ニンジンの水分量の方が少なく、

浮かばせるために必要な食塩の量も多い。ジャガイモを浮かばせるために必要な

食塩の量はニンジンよりも多いはずなので、ジャガイモの水分量の値は、ニンジ

ンよりも小さいと考えた。

【解 説】 

（１）１ cm3あたりの重さを、食塩を加えた水、ミニトマト、ニンジンでそれぞれ

計算すると、食塩を加えた水の１ cm3 あたりの重さが野菜より大きくなる

と浮かぶことがわかります。 

表３より、加える食塩を２０ g 増やすと、食塩を加えた水１０ mLあた

りの重さは０．１～０．２g増えることが読みとれます。ジャガイモの１ cm3

あたりの重さは、４．６÷４．１≒１．１２２ gなので、食塩を加えた水

が、１ ｍL あたり１．１２２ g以上となるには、食塩２０ gをあと１～２

回加える必要があります。したがって、ジャガイモが浮かぶには、１６０ g

または１８０ g 加える必要があると予想できます。 

（２）〔説明〕に記述した通りです。水分量と、水に浮かばせるために必要な、水

に加える食塩の量の関係を考えましょう。 
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１ 
〔問題１〕

【解 説】 
前・左    後・右     上・下

１３個     １３個     １６個
前後・左右・上下から見える積み木の正方形の面の個数は上の図から 
  (13+13+16)×2 = 42×2 = 84 (個) 
あります。これより、立体②の表面積は 
  (4×4)×84 = 1344 (㎠) 
黒いペンキは１kg(=1000 g)で 6 ㎡(=60000 ㎠)をぬることができるから、１g で 60 ㎠ を
ぬることができます。したがって、立体②の表面をすべてぬるのに必要な黒色のペンキの重
さは、 
  1344÷60 = 22.4 (g) となります。 

〔問題２〕 

【解 説】 
図２の立体②を下から１段ごとに積み木の数を調べると下の図のようになります。 
したがって、積み木の数は全部で 
  16+15+8+4=43 (個) となります。 
    １段目      ２段目    ３段目     ４段目 

★ ★ ★ 
★ 

    １６個 １５個    ８個 ４個 

立体②の表面積 
１３４４ ｃｍ2 

ペンキの重さ 
２２，４ ｇ 

積み木の数 
 ４    個  

 

適性検査Ⅲ
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立体②で中に隠れていてどの面にも黒色がぬれなかった積み木は、上の図の中では★の積み
木です。その積み木の数は 
  3+1=4 (個) となります。 

〔問題３〕 

【解 説】 
立体②のそれぞれの段にある積み木が見える面の数を書き入れると下の図のようになりま
す。★の積み木は 0 です。 

１段目 ２段目    ３段目    ４段目 
3 2 2 3 2 1 1 3 2 1 3 3 3 
2 1 1 2 1 ★ ★ 2 1 ★ 3 3 3 
2 1 1 2 1 ★ 1 3 3 3 
3 2 2 4 3 2 3 

上の図から、 
４つの面が見える積み木の数は 1(個) 
３つの面が見える積み木の数は 3+4+4+4=15 (個) 
２つの面が見える積み木の数は 8+3+1=12 (個) 
１つの面が見える積み木の数は 4+5+2=11 (個) 

数字の合計 
441 

理由 
４つの面が見える積み木の数は 1(個) 
３つの面が見える積み木の数は 3+4+4+4=15 (個) 
２つの面が見える積み木の数は 8+3+1=12 (個) 
１つの面が見える積み木の数は 4+5+2=11 (個) 

サイコロで考えると、
となり合う４つの面の数の合計の最大値は 6+5+4+3=18
となり合う３つの面の数の合計の最大値は 6+5+4=15
となり合う２つの面の数の合計の最大値は 6+5=11
１つの面の数の最大値は 6

したがって、立体②に使われている積み木をサイコロ③に置き換えたときに、表か
ら見える数字の合計の最大値は 
  18×1+15×15+11×12+6×11 = 18+225+132+66 = 441 

─1 0─



サイコロで考えると、
となり合う４つの面の数の合計の最大値は 6+5+4+3=18
となり合う３つの面の数の合計の最大値は 6+5+4=15
となり合う２つの面の数の合計の最大値は 6+5=11
１つの面の数の最大値は 6

したがって、立体②に使われている積み木をサイコロに置き換えたときに、表から見える数
字の合計の最大値は 
  18×1+15×15+11×12+6×11 = 18+225+132+66 = 441 
となります。 

─11─



２ 

〔問題１〕 

【解 説】

気温の上昇にともなってサクラの開花がはやくなるのかを調べるので、どちらの調べ方

にも気温を追加して調べる必要があります。なつよさんの調べ方では、東京のサクラが

開花した日がはやい年と遅い年の気温を調べて、開花がはやい年の気温と遅い年の気温

を比べることができます。気温の上昇にともなってサクラの開花がはやくなるのであれ

ば、気温が高い年ほど、開花日がはやくなるはずです。このとき、開花した日の最高気

温や平均気温を調べるより、開花した月や年の最高気温や平均気温を調べたほうが傾向

をつかむことができるでしょう。また、あきおさんの調べ方では、比較的気温が高い南

の地域と、気温の低い北の地域を比べることができます。気温の上昇にともなってサク

ラの開花がはやくなるのであれば、気温が高い月や年ほど、開花した地点が北上するは

ずです。

〔問題２〕

選んだ場所：（   川沿いの道 ） 

（ なつよ  ）さんの調べ方に追加すること： 

開花した年の東京の気温を調べ、気温も比べる。 

期待できるちがい： 

気温が高い年ほど、開花日がはやくなっている。 

 

※ 

※ 
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【解 説】 

それぞれのサクラの割合を百分率で求め、円グラフで表します。割合は、次の式で求め

ることができます。 

百分率 ＝ 比べられる量
もとにする量

× １００ 

公園のもとにする量は、それぞれのサクラの本数の和なので、１６５０となります。同

様に、川沿いの道のもとにする量は、７００となります。問題には小数第二位を四捨五

入し、小数第一位まで求めなさいとあるので、割り切れない計算ですが、数値をしっか

りと求めていきましょう。 

〔問題３〕 

【解 説】

文中の会話から、サクラが開花するには①十分な寒さにさらされる、②寒さにさらされ

たあと気温が高くなる、の２つが必要と分かります。図１では、鹿児島のソメイヨシノ

は十分な寒さにさらされなかったことが分かります。図３では、東京・鹿児島ともにソ

メイヨシノが開花するのに十分な暖かさであったことが分かります。図４では、東京の

ソメイヨシノは十分な寒さにさらされ、そのあとの気温も上昇したこと、そして、鹿児

島のソメイヨシノは十分な寒さにさらされなかった、もしくは、気温があまり上がらな

かった、もしくは、その両方であることが分かります。図１・３または図３・４を組み

合わせることによって、鹿児島のソメイヨシノは十分な寒さにさらされなかったのが原

因ではないかとの仮説を考えることができます。 

図（ ３ ）から読み取れること： 

東京・鹿児島ともに平年値より気温が高かったことが分かる。 

図（ ４ ）から読み取れること： 

東京のソメイヨシノは平年と同じ日数で満開になったが、鹿児島のソメイ 

ヨシノは満開になるまで平年より日数が長かったことが分かる。

考えた仮説：鹿児島のソメイヨシノは十分な寒さにさらされなかったのが 

原因ではないか。 

※ 
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